
（1）　第４３０号

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉　

優
勝　

原
田
哲
多
・
杉
浦
大
和
組

２
位　

山
本
淳
史（
2-3
穴生
）・
小
川
さ
く
ら（
1-1
平野
）組

３
位　

王　

翊
翔
・
佐
藤
卓
斗
組

○
大
会
総
評

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
通
常
の

強
化
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
消
化
で
き
ず
、
多
く
の

不
安
要
素
を
抱
え
な
が
ら
今
大
会
を
迎
え
た
が
、

選
手
は
最
後
ま
で
粘
り
強
く
戦
い
、
好
成
績
を

お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
会
期
間
中
は
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
チ
ー
ム
と
し
て
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
重
く
の
し
か
か
り
、

試
合
内
容
は
決
し
て

良
い
も
の
で
は
な
か

っ
た
が
、
主
将
の
原
田

を
中
心
と
す
る
チ
ー

ム
力
で
難
局
を
乗
り

越
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

の
入
賞
は
平
成
25
年

か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い

る
。
今
年
こ
そ
は
と
い

う
強
い
気
持
ち
を
持

っ
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
臨
み
た
い
。

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

令和３年６月３０日
出雲北陵中学高等学校
土江明文社　印刷

Ｎｏ.４３０

第
59
回
県
高
校
総
体

令
和
3
年
度
出
雲
市
中
学
総
体

第
59
回
県
高
校
総
体

令
和
3
年
度
出
雲
市
中
学
総
体

北
陵
中
・
高
生
が
奮
闘
!!

高
校
男
子
総
合
Ａ
グ
ル
ー
プ
3
位

時　

６
月
３
〜
５
日　

於　

益
田
市
民
体
育
館

〈
男
子
団
体
〉
優
勝

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優
勝　

杉
浦
大
和（
2-2
北陵
）

２
位　

原
田
哲
多（
3-4
北陵
）

３
位　

王　

翊
翔（
2-2
西漳
）
佐
藤
卓
斗（
1-4
北陵
）

時　

６
月
３
〜
５
日　

於　

松
江
市
営
庭
球
場

団
体
第
３
位（
11
年
連
続
中
国
大
会
へ
の
出
場
権
獲
得
）

メ
ン
バ
ー
（
神
田
、
岩
崎
、
木
村
、
青
木
、

　
　
　
　
　

川
角
、
堀
江
、
髙
橋
、
陰
山
）

２
回
戦　

③

－

０　

松
江
高
専

準
々
決
勝　

②

－

１　

安　

来

準
決
勝　

１

－

②　

浜　

田

準
優
勝

神
田
好
太
郎（
3-2
浜田東
）・
岩
崎
遥
平（
2-5
出一
）

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
中
国
大
会
出
場
決
定

ベ
ス
ト
16　

木
村
蔵
人（
2-2
斐東
）・
青
木
快
生（
2-4
出南
）

　
　
　
　

川
角
悠
太（
2-1
大社
）・
江
角
虎
哲（
2-2
河南
）

　

中
国
大
会
出
場
決
定

個
人  
１
ペ
ア
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
３
ペ
ア
が

中
国
大
会
へ
の
出
場
権
獲
得

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

卓　

球　

部

卓　

球　

部

男
子
団
体　

11
大
会
連
続
14
回
目
の
優
勝
！

個
人
戦　

シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
！

○
大
会
総
評

　

団
体
戦
は
３
位
と
い
う
悔
し
い
結
果
と
な

っ
た
。
主
将
を
中
心
に

北
陵
ら
し
い
試
合
を
し

た
が
、
準
決
勝
で
は
相

手
の
勢
い
に
受
け
手
に

ま
わ
っ
て
し
ま
い
敗
退

と
な
っ
た
。
こ
の
悔
し

さ
を
忘
れ
ず
、
中
国
大

会
で
は
優
勝
を
目
指
し

頑
張
り
た
い
。
個
人
戦

で
は
神
田
・
岩
崎
ペ
ア

が
決
勝
ま
で
駒
を
進
め

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の
切

符
を
手
に
し
た
。
優
勝

ま
で
あ
と
一
歩
だ
っ
た

が
、
こ
の
経
験
を
生
か

し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
上

位
進
出
を
目
指
し
た
い
。

（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

団体戦優勝メンバー

ダブルス優勝の原田哲多（左）・杉浦大和組シングルス優勝の杉浦大和

３
大
会
連
続
７
回
目
の
優
勝
！

〇
大
会
総
評

　

決
勝
は
県
新
人
戦
と
同
じ
く
松
江
西
高
校
と

の
試
合
に
な
っ
た
が
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
た

戦
い
を
み
せ
、堂
々
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
連
続
出
場

を
決
め
た
。

　

今
年
の
チ
ー
ム
は
、県

新
人
戦
で
優
勝
し
、幸
先

の
よ
い
ス
タ
ー
ト
を
切

れ
た
が
、全
国
的
な
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
り
、県
総
体

ま
で
思
う
よ
う
な
調
整

が
で
き
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、今
大
会
は
３

年
生
を
中
心
に
勝
ち
あ

が
る
た
び
に
チ
ー
ム
が

一
つ
と
な
り
、２
年
ぶ
り

８
回
目
と
な
る
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
出
場
を
決
め
た
。

　

部
員
達
は
全
国
の
舞
台
で
勝
利
を
掴
む
こ
と

を
目
標
に
こ
れ
ま
で
練
習
に
励
ん
で
き
た
。
更

に
高
み
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
の
練
習
に
精
進

し
た
い
。

第
65
回
中
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

一
回
戦

本
校　

78

－

90　

誠
英
高
校（
山
口
県
代
表
）

〇
大
会
総
評

　

初
戦
は
山
口
県
代
表
の
誠
英
高
校
と
の
試
合

に
な
っ
た
が
、
前
半
か
ら
本
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

を
さ
せ
て
も
ら
え
ず
、
残
念
な
が
ら
初
戦
敗
退

と
な
っ
た
。

　

島
根
県
高
校
総
体
で
優
勝
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
向
け
て
勢
い
に
乗
り
た
い
大
会
で
あ
っ
た

が
、
調
整
が
難
し
く
、
思
う
よ
う
な
試
合
運
び

が
で
き
な
い
ま
ま
敗
戦
と
な
っ
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
全
国
の
強
豪
チ
ー
ム
と

対
等
な
試
合
内
容
が
求
め
ら
れ
る
。
戦
術
と
メ

ン
タ
ル
の
部
分
を
も
う
一
度
整
理
し
、
鍛
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

　

今
後
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け
、
県
代
表
と

し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
ゲ
ー
ム
を
す
る
た
め
精

進
を
続
け
た
い
。

（
顧
問　

手
島
幹
人
）

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

全国大会出場を決めた男子バスケットボール部



第４３０号　（2）

な
ぎ
な
た
部

時　

６
月
５
日　

於　

本
校
黎
明
館

〈
演
技
競
技
の
部
〉

優
勝　

橋
垣
苺
佳（
1-3 

斐西
）・
高
野
杏
夏（
2-4 

松一
）
組

２
位　

廣
瀨
米
香（
1-5 

北陵
）・
杉
山
華
織（
3-5 

出三
）
組

〈
個
人
試
合
の
部
〉

優
勝　

杉
山
華
織

２
位　

高
野
杏
夏

３
位　

廣
瀨
米
香

※
演
技
・
個
人
と
も
に
２
位
ま
で
が
８
月
10
日

か
ら
石
川
県
で
行
わ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
出
場
。

国
体
県
予
選
兼
県
選
手
権
兼
県
民
大
会

時　

６
月
13
日　

於　

本
校
体
育
館

〈
演
技
競
技
の
部
〉

中
学
生（
県
選
手
権
兼
県
民
大
会
）

優
勝　
佐
々
木
璃
子（
中3 

四絡
）・
神
野
真
輝（
中3 

北陽
）
組

３
位　

神
野
泰
蔵（
中1 

北陽
）・
中
島
千
絢（
中3 

大社
）
組

高
校
生（
国
体
県
予
選
）　

優
勝　

橋
垣
苺
佳
・
高
野
杏
夏

２
位　

廣
瀨
米
香
・
杉
山
華
織

〈
個
人
試
合
の
部
〉

中
学
生　

優
勝　

神
野
真
輝

　
　
　
　

３
位　
佐
々
木
璃
子

高
校
生　

優
勝　

廣
瀨
米
香

　
　
　
　

２
位　

高
野
杏
夏

　
　
　
　

３
位　

杉
山
華
織

※
高
校
生
上
位
３
名
は
７
月
18
日
に
岡
山
県
で

行
わ
れ
る
国
体
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
へ
出
場
。

 

（
顧
問　

井
上
美
代
）

陸
上
競
技
部

時　

５
月
28
〜
30
日

於　

松
江　
　
　
　

柳
谷
怜
映
（
3-2 

東出雲
）　

三
段
跳　

２
位
入
賞

 

中
国
大
会
出
場
権
獲
得

永
岡
歩
望
（
3-4 

北陵
）　

400
ｍ
Ｈ　

８
位

藤
原　

成
（
1-4 

出三
）　

や
り
投　

８
位

小
瀧
愛
結
美
（
3-5 

北陵
）　

800
ｍ　
　

８
位

第
74
回
中
国
高
校
陸
上
競
技
大
会

時　

６
月
18
〜
20
日

於　

山
口　
　
　
　

柳
谷
怜
映
（
3-2 

東出雲
）　

三
段
跳　

出
場

○
大
会
総
評

　

２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
県
総
体
だ
っ
た

が
、
選
手
も
生
徒
役
員
も
一
丸
と
な
っ
て
戦
う

こ
と
が
で
き
た
。
今
年
は
多
く
の
新
入
生
を
迎

え
、
例
年
よ
り

事
前
の
練
習
に

も
活
気
が
あ
り
、

大
会
を
迎
え
る

準
備
は
し
っ
か

り
で
き
て
い
た
。

結
果
、
４
人
が

入
賞
、
そ
の
中

で
も
柳
谷
は
初

の
中
国
大
会
出

場
権
を
獲
得
す
る
大
躍
進
だ
っ
た
。
ま
た
、
出

場
選
手
は
全
員
、
自
己
記
録
も
更
新
し
た
。
今

後
、
再
び
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
目
指
せ
る
よ
う

頑
張
っ
て
行
き
た
い
。 （
顧
問　

別
所
美
喜
子
）

テ

ニ

ス

部

時　

６
月
３
〜
５
日

於　

浜
山
公
園　
　

〈
男
子
団
体
〉

１
回
戦　

本
校　

③

－

０　

松
徳
学
院

２
回
戦　

本
校　

②

－

０　

浜　

田

準
決
勝　

本
校　

０

－

②　

開　

星

３
位

《
団
体
メ
ン
バ
ー
（
登
録
順
）》

石
川
泰
丞（
2-2 

北陵
）・
橋
本
脩
平（
3-1 

河南
）・
土
江
裕

貴（
2-1 

斐東
）・
嘉
本
健
太（
2-5 

北陵
）・
安
食　

聡（
2-4 

平田
）

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

ベ
ス
ト
８　

石
川
泰
丞

ベ
ス
ト
16　

橋
本
脩
平

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

３
位　

橋
本
脩
平
・
石
川
泰
丞
組

〈
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉　

３
回
戦
敗
退

〈
女
子
ダ
ブ
ル
ス
〉　　

２
回
戦
敗
退

○
大
会
総
評

　

部
員
・
保
護
者
・
教
員
が
一
つ
と
な
っ
て
、

選
手
を
支
え
、
素
晴
ら
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
。
感
謝
を
申
し
あ
げ
た
い
。
橋
本

は
唯
一
の
３
年
生
で
チ
ー
ム
を
支
え
、
鼓
舞
し

て
く
れ
た
。
新
チ
ー
ム
で
は
、
そ
の
意
思
を
引

き
継
ぎ
、
更
に
飛
躍
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
。 

（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

中
国
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
県
予
選

時　

５
月
22
・
23
日

於　

浜
山
公
園　
　

〈
16
歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉 

１
回
戦
敗
退

〈
16
歳
以
下
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉 

１
回
戦
敗
退

〈
18
歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

５
位　

石
川
泰
丞
（
2-2 

北陵
）

　

中
国
大
会
出
場
決
定

７
位　

橋
本
脩
平
（
3-1 

河南
）

〈
18
歳
以
下
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

１
位　

石
川
泰
丞
・
久
佐（
浜
田
高
）
組

　

中
国
大
会
出
場
決
定

３
位　

橋
本
脩
平
・
土
江
裕
貴（
2-1 

斐東
）
組

〈
16
歳
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉 

１
回
戦
敗
退

〈
16
歳
以
下
女
子
ダ
ブ
ル
ス
〉 

１
回
戦
敗
退

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

時　

５
月
27
・
28
日

於　

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ

２
回
戦　

本
校　

91

－

41 

益　

田

準
々
決
勝　

本
校　

60

－

70 

松
江
東

ベ
ス
ト
８

団体戦３位のメンバー

中国大会に出場した柳谷選手

ダブルス３位の橋本脩平・石川泰丞組

○
大
会
総
評

　

松
江
東
高
校
と
の
対
戦
で
は
、
序
盤
は
リ
ー

ド
す
る
場
面
も
あ
っ
た
が
、
後
半
怪
我
等
に
よ

り
本
校
の
良
さ
が
発
揮
で
き
ず
、
悔
し
さ
の
残

る
試
合
と
な
っ
た
。
３
年
生
は
人
数
が
少
な
い

な
が
ら
、
こ
こ
ま
で
良
く
頑
張
っ
て
チ
ー
ム
を

引
っ
張
っ
た
。
こ
の
悔
し
さ
を
忘
れ
ず
次
に
進

み
た
い
。 

（
顧
問　

篠
原
勝
利
）

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

初
の
県
総
体
出
場時　

６
月
３
日　
　
　
　

於　

松
江
総
合
運
動
公
園

　

個
人
戦
に
１
ペ
ア
が
参
加
し
た
。
初
め
て
の

県
総
体
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
緊
張
も
見
ら
れ

た
が
、
今
持
て
る
力
は
発
揮
で
き
た
と
思
う
。

１
年
後
を
見
据
え
て
コ
ツ
コ
ツ
と
頑
張
っ
て
い

き
た
い
。 

（
顧
問　

金
森　

快
）

サ
ッ
カ
ー
部時　

５
月
27
日　
　
　
　
　
　
　

於　

三
隅
中
央
公
園
陸
上
競
技
場

１
回
戦

本
校　

０　

０

－

２　

３　

松
江
西
高
校

　
　
　
　
　

０

－

１

○
大
会
総
評

　

今
年
度
は
総
体
が
実
施
と
な
り
、
感
謝
の
思

い
を
持
ち
、
普
段
の
努
力
の
成
果
を
発
揮
す
る

舞
台
を
得
ら
れ
た
こ
と
が
部
員
に
と
っ
て
大
き

な
経
験
と
な
っ
た
。
チ
ー
ム
と
し
て
強
い
気
持

ち
で
臨
ん
だ
が
、
前
半
の
序
盤
に
２
失
点
を
喫

し
て
し
ま
い
、
う
ま
く
ゲ
ー
ム
を
運
ぶ
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
最
後
ま
で
諦
め
ず

に
戦
う
北
陵
ら
し
さ
を
見
せ
て
く
れ
た
。
こ
の

思
い
を
忘
れ
ず
に
リ
ー
グ
戦
・
選
手
権
に
向
け

て
改
め
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み
た
い
。

 

（
顧
問　

鈴
木
雄
介
）



（3）　第４３０号

野　

球　

部

令
和
３
年
度
出
雲
地
区
高
等
学
校
野
球
大
会

時　

５
月
28
〜
30
日　
　
　

於　

県
立
浜
山
公
園
野
球
場

１
回
戦　

本
校　

０

－

10 

出
雲
西
高
校

○
大
会
総
評

　

今
大
会
は
春
季
大
会
の
反
省
を
生
か
し
て
挑

ん
だ
試
合
で
あ
っ
た
。
初
回
か
ら
チ
ャ
ン
ス
を

つ
く
る
も
、
攻
撃
の
ミ
ス
が
続
き
、
そ
の
流
れ

を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ず
こ
の
よ
う
な
結
果
と

な
っ
た
。
春
季
大
会
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
新

た
な
課
題
が
数
多
く
見
つ
か
り
、
選
手
権
予
選

に
向
け
て
更
に
精
進
し
て
い
き
た
い
。
ご
声
援

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 （
顧
問　

陶
山
浩
史
）

写　

真　

部

写
真
甲
子
園
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
審
査
会

優
勝
！ 

２
年
ぶ
り
２
回
目
の

 

全
国
大
会
出
場
決
定
！

　

第
28
回
全
国
高
等
学
校
写
真
選
手
権
大
会

「
写
真
甲
子
園2021

」
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
審
査
会

が
６
月
12
日
に
リ
モ
ー
ト
で
行
わ
れ
、
本
校
が

優
勝
を
果
た
し
、
７
月
に
行
わ
れ
る
本
戦
大
会

（
全
国
大
会
）へ
の
出
場
を
決
め
た
。
本
校
か
ら

は
大
江
日
向
人（
3-4 

北陵
）、
高
橋
友（
3-3 

平田
）、
藤
原

香
織（
3-3 

大社
）
が
選
手
と
し
て
出
場
す
る
。
今
年

は
地
元
で
再
撮
影
し
た
作
品
を
北
海
道
に
送
り
、

リ
モ
ー
ト
で
プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
。
日
頃
か
ら
支

え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
胸
に
、
最
善
を
尽
く
し
た
い
。

春
季
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

特
選
11
点
、
入
選
21
点
入
賞
！

時　

６
月
９
日　
　

於　

松
江
商
業
高
校

　

本
校
か
ら
は
21
人
が
105
点
出
品
し
、
11
点
が

特
選
に
入
賞
し
た
。
特
選
は
以
下
の
通
り
。

（
作
品
番
号
順
）

「
一
人
の
時
間
」　　
　
　
　
鎌
田
凌
太
郎（
2-2 

出三
）

「
キ
メ
顔
」　　
　
　
　
　
　

原　

未
空（
1-5 

出三
）

「
反
転
世
界
」　　
　
　
　
　

荒
木
孝
太（
3-2 

出三
）

「
あ
な
た
を
待
つ
」　　
　
　

高
橋　

友（
3-3 

平田
）

「
こ
の
親
あ
って
こ
の
子
あ
り
」
高
橋　

友

「
パ
ン
の
素
」　　
　
　
　
　

高
橋
詩
織（
1-5 

出三
）

「
祈
り
」　　
　
　
　
　
　
　

高
梨
優
汰（
2-3 

出三
）

「
夜
勤
」　　
　
　
　
　
　
　

坂
口　

輝（
2-3 

出三
）

「
漢
」　　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
香
織（
3-3 

大社
）

「
集
中
」　　
　
　
　
　
　
　

藤
原
香
織

「
も
っ
と
自
由
に
」　　
　
　

伊
藤
美
希（
2-1 

向陽
）

 

（
顧
問　

村
上　

学
）

吹

奏

楽

部

出
雲
地
区
吹
奏
楽
祭

時　

６
月
５
日　
　
　
　
　
　

於　

出
雲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【
演
奏
曲
目
】

・
ア
ラ
ジ
ン
（
Ａ.

メ
ン
ケ
ン
）

・U
.S
.A
.
（C
.A
cca
tino/D

.C
irelli/A

.M
.G
ioco

）

・
ダ
ン
シ
ン
グ
・
ヒ
ー
ロ
ー（A

.F
.K
yte/A

.B
a
ker

）

　

出
雲
地
区
の
吹
奏
楽
部
が
集
う
吹
奏
楽
祭
が

開
催
さ
れ
た
。
い
ず
れ
の
学
校
も
新
メ
ン
バ
ー

と
な
り
、
コ
ン
ク
ー
ル
へ
向
け
熱
演
を
披
露
し

た
。

　

本
校
は
、
全
出
場

団
体
で
唯
一
と
な
る

ス
テ
ー
ジ
ド
リ
ル
を

披
露
し
た
。
短
い
練

習
期
間
で
は
あ
っ
た

が
、
部
員
達
は
観
客

の
皆
様
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
工
夫

を
凝
ら
し
、
精
一
杯

の
演
奏
演
技
を
行
っ

た
。
吹
奏
楽
祭
と
い
う
名
に
相
応
し
く
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
演
奏
後
に
は
大
き
な

拍
手
を
い
た
だ
い
た
。

　

い
よ
い
よ
コ
ン
ク
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
に
突
入
で

あ
る
。
全
国
大
会
を
目
指
し
、
部
員
一
同
日
々

精
進
し
て
い
き
た
い
。 

（
顧
問　

竹
内
康
貴
）

合　

唱　

部

第
60
回
島
根
県
合
唱
祭

時　

６
月
13
日　
　
　
　
　
　

於　

島
根
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
万
全
の
感
染
対
策
が
講
じ

ら
れ
、
島
根
県
合
唱
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
今

回
は
第
60
回
と
い
う
記

念
す
べ
き
ス
テ
ー
ジ
と

な
っ
た
。

　

演
奏
し
た
曲
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
の
課
題
曲

「
彼
方
の
ノ
ッ
ク
」
と

信
長
高
富
作
曲
の
「
生

き
る
理
由
」
で
あ
る
。

今
年
度
、
部
員
全
員
が

揃
っ
た
本
番
は
今
回
が

初
め
て
で
あ
っ
た
が
、

清
々
し
い
表
情
で
美
し

い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響
か

せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
久
し
ぶ
り
の
舞

台
で
の
演
奏
と
な
り
、
沢
山
の
お
客
様
に
歌
声

を
届
け
る
こ
と
が
で
き
て
生
徒
達
は
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
部
員
一
同
精
進
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。 

（
顧
問　

齋
藤
茉
耶
花
）

全
国
高
校
ワ
ー
プ
ロ
競
技
大
会
島
根
県
予
選

全
国
高
校
ワ
ー
プ
ロ
競
技
大
会
島
根
県
予
選

第
68
回

時　

６
月
11
日　
　
　
　

於　

松
江
商
業
高
等
学
校

　

３
年
生
３

名
、
２
年
生

１
名
で
大
会

に
参
加
し
た
。

全
員
が
自
己

ベ
ス
ト
と
は

な
ら
な
か
っ

た
が
、
し
っ

か
り
と
練
習

を
し
て
大
会
に
臨
む
こ
と
が
で
き
た
。
３
年
生

は
こ
れ
で
引
退
と
な
る
が
、
残
っ
た
メ
ン
バ
ー

で
引
き
続
き
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

 

（
顧
問　

金
森　

快
）

人
権
・
同
和
教
育
HR
実
施

高
校
１
・
２
年
生

　

今
年
度
１
回

目
と
な
る
人
権
・

同
和
教
育
HR

が
実
施
さ
れ
た
。

１
年
生
は
「
誰

も
が
充
実
し
た

学
校
生
活
を
送

る
た
め
に
」
を
、

２
年
生
は
「
人

権
・
同
和
問
題

の
認
識
を
深
め

る
」
を
テ
ー
マ

に
学
習
し
た
。
生
徒
達
は
身
近
な
具
体
例
を

用
い
て
人
権
尊
重
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

高
校
1
・
３
年
生 

除
草
作
業
実
施

　

５
月
19
日
の
高
校
３
年
生
に
よ
る
除
草

作
業
に
続
き
、
６
月
８
日
６
限
目
に
高
校
１

年
生
が
校
地
内
・
外
周
の
草
抜
き
や
落
ち
葉

掃
き
を
行
っ
た
。
暑
い
中
で
の
作
業
と
な
っ

た
が
、
生
徒

達
は
熱
心
に

作
業
に
取
り

組
ん
だ
。
普

段
の
掃
除
で

は
行
き
届
か

な
い
と
こ
ろ

も
き
れ
い
に

な
り
、
気
持

ち
の
よ
い
環

境
に
な
っ
た
。

右から佐藤夢馬（3-1）長廻洸太（3-1）
岩見颯（3-1）木村歩夢（2-1）



第４３０号　（4）

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

時　

６
月
８
・
９
日　
　
　

於　

斐
川
西
中
学
校
体
育
館

本
校
体
育
館

第
３
位　

県
総
体
出
場
決
定（
13
年
ぶ
り
）

〈
予
選
リ
ー
グ
〉

本
校　

50

－

49 

斐
川
西

本
校　

60

－

53 

平　

田

　

１
位（
２
勝
０
敗
）

〈
決
勝
リ
ー
グ
〉

本
校　

55

－

87 

出
雲
三

本
校　

47

－

94 

出
雲
二

　

３
位（
０
勝
２
敗
）

○
大
会
総
評

　

初
日
は
粘
り
強
く
戦
う
こ
と
が
で
き
、
目
標

と
し
て
い
た
県
総
体
出
場
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
た
。二
日
目
は
力
及
ば
ず
敗
れ
て
し
ま
い
、ま

た
練
習
に
励
も
う
と
思
う
。
ご
声
援
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

（
顧
問　

多
々
納
厚
比
古
）

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

時　

６
月
８
・
９
日　
　
　

於　

本
校
体
育
館　
　
　
　

斐
川
西
中
学
校
体
育
館

第
４
位　

県
総
体
出
場
決
定

〈
予
選
リ
ー
グ
〉

本
校　

33

－

57　

出
雲
三

本
校　

77

－

35　

浜　

山

〈
順
位
決
定
〉

本
校　

62

－

40　

向
陽
中

本
校　

49

－

43　

出
雲
二

○
大
会
総
評

　

予
選
か
ら
自
分
達
の
で

き
る
こ
と
を
存
分
に
発
揮

し
、
何
と
か
県
大
会
出
場

を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
出
雲
二
中
戦
で
は
途

中
苦
し
い
場
面
も
あ
っ
た
が
、
チ
ー
ム
で
乗
り

越
え
勝
つ
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
県
大
会
に

向
け
て
練
習
に
励
み
た
い
と
思
う
。

 

（
顧
問　

篠
原
勝
利
）

野　

球　

部

島
根
県
中
学
校
優
勝
野
球
大
会
出
雲
市
予
選

時　

６
月
８
〜
10
日　

於　

平
田
愛
宕
山
球
場

一
回
戦　

本
校　

０

－

１　

大
社
中

○
大
会
総
評

　
一回
戦
大
社
中
に
７
回
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
を
喫
し

た
。
３
年
生
は
こ
れ
ま
で
チ
ー
ム
を
引
っ
張
り
、試

合
も
最
後
ま
で
粘
り
強
く
戦
っ
た
。

　

こ
の
悔
し
さ
を
新
し
い
高
校
の
舞
台
で
晴
ら

し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
応

援
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
顧
問　

手
錢
修
司
）

第
一
回
校
外
講
師
特
別
講
座（
座
禅
と
講
話
）

時　

５
月
26
日

於　

一
畑
寺　

　

今
年
度
も
歴
史
と
由

緒
あ
る
一
畑
寺
を
訪
問

し
、
管
長
の
飯
塚
大
幸

様
の
お
世
話
に
よ
る
座

禅
と
講
話
の
会
を
、
密

を
避
け
る
た
め
午
前
・

午
後
の
二
班
に
分
け
て

実
施
し
た
。

　

非
現
実
の
静
寂
に
身

を
置
き
、
警
策
の
音
が

響
く
中
、
自
己
と
向
き

合
う
貴
重
な
時
間
を
持

つ
こ
と
が
で
き
た
。

【
生
徒
感
想
】

　

一
畑
寺
に
お
参
り
し
た
あ
と
講
話
と
座
禅
が

あ
り
ま
し
た
。

　

講
話
で
は
ま
ず
「
一
番
大
切
な
も
の
は
何

会　

長　

今
岡　

幹
晴　

様（
3-4
）

副
会
長　

藤
原　

謙
司　

様（
2-5
）

副
会
長　

藤
原　

大
助　

様（
1-4
）

監　

事　

伊
藤　

和
之　

様（
3-3
）

監　

事　

小
川　
　

敬　

様（
2-1
）

監　

事　

伊
藤　

堅
志　

様（
1-1
）

高
校
『
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
』
日
程
及
び
内
容

の
変
更
に
つ
い
て（
お
知
ら
せ
）

○
面
談
の
み
の
実
施
と
致
し
ま
す
。

・
日
時　

７
月
12
日
㈪
〜
16
日
㈮

　
　
　
　

15
：
00
〜
17
：
00

・
場
所　

本
校　

各
HR
教
室

ご
案
内

参
加
者
募
集
中
！

第
21
回

い
ず
も
ア
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル

　

中
学
校
の
美
術
・
デ
ザ
イ
ン
能
力
の
研
鑽
の

場
、
美
術
を
愛
好
す
る
心
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

８
月
20
日
㈮　

10
：
45
〜
14
：
00

内　

容　

人
物
を
描
く

会　

場　

出
雲
北
陵
高
等
学
校
美
術
棟

賞　
　
　

最
優
秀
賞　

１
名

　
　
　
　

優
秀
賞　
　

若
干
名

参
加
資
格　

県
内
の
中
学
生
《
参
加
無
料
》

第

回
教
官
演
奏
会

第

回
教
官
演
奏
会

2425

　

本
校
音
楽
コ
ー
ス
講
師
の
方
々
に
よ
る
演
奏

会
を
左
記
の
通
り
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来

場
を
関
係
者
一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

時　

７
月
16
日　

18
時
00
分
開
場

18
時
30
分
開
演

於　

ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
白
の
ホ
ー
ル

出
演
者
：

今
岡
美
保
（
ピ
ア
ノ
）

◇
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

山
木
牧
子
＆
水
師
彩
子
（
ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
）

齋
藤
茉
耶
花
（
ピ
ア
ノ
）

森
田
恵
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

持
田　

崇
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
）

竹
田
智
徳
（
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
）

福
場
史
子
（
打
楽
器
）

伴
奏
者
：
金
本
智
子
・
佐
藤
葉
月

入
場
料
：
一
般　

１
、0
0
0
円

　
　
　
　

学
生　
　
　

5
0
0
円

中
学
校

令
和
３
年
度 
出
雲
市

中
学
校
総
合
体
育
大
会
結
果

令
和
３
年
度 
出
雲
市

中
学
校
総
合
体
育
大
会
結
果

卓　

球　

部

時　

６
月
８
・
９
日　

於　

斐
川
第
一
体
育
館

〈
男
子
団
体
〉

優
勝
（
２
年
ぶ
り
11
回
目
）

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優
勝　

小
野
泰
和（
中3-1 

鏡山
）

２
位　

田
中
悠
斗（
中3-1 

面影
）

３
位　

濵
田
都
希（
中3-2 

浜村
）、
金
丸　

陽（
中1 

西山
）

ベ
ス
ト
８　

三
好
蒼
空（
中1 

岩倉
）

〇
大
会
総
評

　

こ
の
結
果
に
よ
り
、
団
体
及
び
推
薦
者
を
含

む
５
名
の
選
手
が
県
総
体
へ
の
出
場
権
を
獲
得

し
た
。 

（
顧
問　

相
場
翔
太
）

●ご不明な点がございましたら下記の連絡先までお問い合わせください。

出雲北陵高等学校（音楽コース：竹内）TEL（0853）21－1871 FAX（0853）21－8280

新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、入場制限を設けさせていただきます。

出雲北陵高等学校  音楽コース

令和３年

18：00 開場／ 18：30開演

ビックハート出雲
白のホール

３年

18：00 開場／ 18：30開演
７月16日㈮

主催／出雲北陵中学・高等学校
後援／出雲市・出雲市教育委員会・出雲南ロータリークラブ・国際ソロプチミスト出雲・山陰中央新報社・島根日日新聞社・出雲ケーブルビジョン・エフエムいずも80.1
　　　出雲北陵高等学校PTA・出雲北陵中学校保護者会・出雲北陵高等学校音楽後援会

と き ところ

入場料
一般／ 1,000 円
学生／ 500円
（当日券あり）

全席自由

福場史子
（打楽器独奏）

竹田智徳
（ユーフォニアム独奏）（ユ

持田　崇
（サクソフォン独奏）（サ

森田恵子
（ソプラノ独唱）（

山木牧子
（ピアノデュオ）

伴奏者／金本智子・佐藤葉月

（
水師彩子

（ピアノデュオ）
齋藤茉耶花
（ピアノ独奏）

今岡美保
（ピアノ独奏）



（5）　第４３０号

か
」
と
問
わ
れ
、
正
直
戸
惑
い
ま
し
た
。
管
長

様
の
答
え
は
自
分
自
身
で
し
た
。
そ
の
時
、
自

分
を
一
番
大
切
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と
改
め

て
強
く
思
い
ま
し
た
。
自
分
の
気
持
ち
や
気
分

は
全
て
行
動
に
出
る
し
、
姿
勢
で
も
分
か
る
と

い
う
お
話
を
聞
い
て
驚
き
ま
し
た
。
確
か
に
今

ま
で
の
自
分
を
振
り
返
る
と
、
怒
っ
て
い
る
時

は
、
履
物
を
揃
え
た
り
す
る
の
が
雑
に
な
っ
た

り
、
気
分
が
良
い
時
は
落
ち
着
い
て
行
動
で
き

た
り
と
そ
の
通
り
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
座
禅
を
す
る
と
、
自
分
の
心
と
向

き
合
う
こ
と
が
で
き
、
自
然
の
音
や
自
分
の

呼
吸
を
耳
を
傾
け
て
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
ま
で
と
は
違
う
静
け
さ
や
腹
式
呼
吸
な

ど
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
新
し
く
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
と
て
も
良
い
体
験
に
な
り
ま
し

た
。
勉
強
や
部
活
動
、
習
い
事
な
ど
、
落
ち
着

い
て
す
る
こ
と
が
苦
手
な
私
に
は
、
自
分
と
向

き
合
え
心
安
ら
ぐ
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

 

岩
﨑　

彩
（
中1 

湖陵
）

特
別
進
学
コ
ー
ス 

授
業
体
験

特
別
進
学
コ
ー
ス 

授
業
体
験

時　

６
月
15
日　
　

於　

出
雲
北
陵
高
校

　

本
校
中
学
３
年
生
34
名
が
参
加
。
１
時
間
目

は
特
別
進
学
コ
ー
ス
の
先
生
と
代
表
生
徒
よ
り

特
別
進
学
コ
ー
ス
の
魅
力
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、

２
時
間
目
に
は
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
日

本
史
・
化
学
・
数
学
の
授
業
を
見
学
し
た
。
更

に
３
時
間
目
で
は
化

学
と
英
語
の
２
科
目

の
授
業
を
実
際
に
体

験
し
た
。
中
高
が
連
携

し
て
い
る
か
ら
こ
そ

の
行
事
で
あ
り
、
他
の

中
学
校
よ
り
も
一
足

早
く
高
校
の
授
業
の

雰
囲
気
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
い
い
機
会

と
な
っ
た
。

交
通
安
全
教
室
開
催

止まれ

時　

６
月
21
日　
　
　
　
　
　

於　

北
陵
ホ
ー
ル
・
３
年
教
室

　

今
年
度
も
昨
年
度
と
同
様
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
３
密
を
避

け
る
目
的
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
た
リ

モ
ー
ト
講
義
を
行
っ
た
。
１
・
２
年
生
は
北

陵
ホ
ー
ル
で
、
３
年
生
は
各
教
室
で
受
講
し

た
。
出
雲
警
察
署
交
通
課
の
谷
猛
史
様
が
講

師
と
し
て
来
ら
れ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
等
を
用
い
て
生
徒
へ
わ
か
り
や
す
く
交

通
ル
ー
ル
等
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
。

【
生
徒
感
想
】

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
実
際
に
起
こ
っ
た
事
故
の
例
を

見
る
と
、
相
手
に
大
け
が
を
さ
せ
て
し
ま
っ

て
賠
償
金
を
支
払
っ
た
り
、
相
手
が
亡
く
な

っ
て
し
ま
う
例
も
あ
り
、
自
分
で
は
手
に
負

え
な
い
ほ
ど
の
大
き
な
事
態
を
招
い
て
し
ま

う
こ
と
を
実
感
し
、
と
て
も
怖
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
自
転
車
に
乗
る
時

は
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
色
々
な
と
こ
ろ

に
気
を
付
け
て
い
き
た
い
と
改
め
て
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

生
活
副
委
員
長　

佐
々
木
璃
子（
中3-1 

四絡
）

第
1
回 

合
同
礼
法

第
1
回 

合
同
礼
法

時　

６
月
14
日

於　

１
年
教
室

　

礼
法
主
任
の
井
上
美

代
教
諭
を
講
師
に
迎
え
、

一
年
生
の
合
同
礼
法
を

開
催
し
た
。
初
め
に
、

本
校
の
創
立
者
水
谷
キ

ワ
先
生
、
校
訓
、
礼
法

と
い
う
教
科
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
お
話

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、「
服
の
た
た
み

方
」
等
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

【
生
徒
感
想
】

　

今
日
は
初
め
て
の
礼
法
指
導
で
、
初
め
て

聞
く
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
「
柔
し
く　

剛
く
」
は
、「
優
し
く

　

強
く
」
で
は
な
い
と
知
っ
て
い
な
が
ら
も
、

意
味
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
日
の
授
業

で
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
や
、

自
分
に
厳
し
く
、
律
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
挨
拶
す
る
こ

と
や
感
謝
す
る
こ
と
、
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

は
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、
行
動
に
表
す
の

は
難
し
い
の
で
、
少
し
ず
つ
や
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

　

そ
し
て
、
服
を
き
れ
い
に
た
た
む
こ
と
は
、

物
だ
け
で
な
く
、
人
も
大
切
に
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

　

今
日
学
ん
だ
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
の
生
活

に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

 

北
野
亜
門
（
中1 

高松
）

キ
ャ
リ
ア
教
育（
進
路
学
習
）

キ
ャ
リ
ア
教
育（
進
路
学
習
）

時　

６
月
16
日　

於　

北
陵
ホ
ー
ル

中
学
２
年
生

講
師
：
島
根
県
立
中
央
病
院

　
　
　

副
看
護
師
長　

黒
田
志
保
様

　

中
学
２
年
生
19
名

を
対
象
に
、「
何
の

た
め
に
働
く
の
か
」

と
い
う
テ
ー
マ
で

ご
講
話
い
た
だ
い
た
。

働
く
こ
と
の
意
義
や

楽
し
さ
、
大
変
さ
と

い
っ
た
「
リ
ア
ル
」

な
話
は
、
生
徒
や
教

員
の
心
に
届
き
、
働

く
こ
と
に
つ
い
て
深

く
考
え
る
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。
ま
ず

は
「
何
の
た
め
に
学
ぶ
の
か
」
を
心
に
留
め

て
日
々
の
生
活
を
過
ご
し
な
が
ら
、
今
後
の

進
路
決
定
に
役
立
て
て
い
き
た
い
。

【
生
徒
感
想
（
一
部
抜
粋
）】

　

今
日
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
、
働
く
と
い
う

こ
と
は
「
自
分
の
専
門
性
を
発
揮
し
て
、
誰

か
の
た
め
に
役
立
つ
こ
と
」「
人
か
ら
必
要

と
さ
れ
る
こ
と
」
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
簡
単
で
楽
な
仕
事
な
ど
一
つ
も
な
く
、

直
接
人
に
接
す
る
仕
事
で
な
く
て
も
、
ど
こ

か
で
誰
か
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。
仕
事
と
い
う
の
は
人
と
人
が
重

な
り
合
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
仕
事
で
も
一
人
で
は
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
私
が
将
来
仕
事
を
す
る
時
に
は
人

へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
働
き
た
い
で
す
。
今
日

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
し
て
、
働
く
上
で
一

番
大
切
な
こ
と
は
、
自
分
で
は
な
い
誰
か
の

た
め
に
志
を
持
っ
て
働
く
こ
と
だ
と
思
い
ま

し
た
。 

錦
織　

初（
中2 

国富
）

中
学
３
年
生

講
師
：
日
本
生
命
相
互
保
険
会
社

 

支
社
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

青
木
良
憲
様

　

中
学
３
年
生
33
名
を
対
象
に
、「
わ
た
し

の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
と
支
え
合
う
み
ら
い
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
を
用
い
な
が
ら
、
未
来
に
つ
い
て

考
え
る
活
動
を
行
っ
た
。
中
学
３
年
生
は
長

い
人
生
に
お
い
て
「
受
験
」
と
い
う
大
き
な

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
待
っ
て
お
り
、
そ
の
先

の
未
来
を
考
え
る
こ
と
で
、
受
験
に
対
す
る

意
識
を
高
め
る
い
い
機
会
と
な
っ
た
。

【
生
徒
感
想（
一
部
抜
粋
）】

　

今
日
、
青
木
良
憲
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、

将
来
の
人
生
、
未
来

に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
分
が
将
来
、
何
を

し
た
い
か
な
ど
、
考

え
て
い
る
こ
と
を
実

現
す
る
に
は
、
お
金

の
使
い
方
を
考
え
る

こ
と
が
必
要
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

 

酒
田
花
乃（
中3-1 

高松
）



第４３０号　（6）

総
体
を
振
り
返
っ
て

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

原　

ひ
な
た（
3-5 

河南
）

　

今
年
の
チ
ー
ム
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
大
会
や
遠
征
が
無
く
な
り
、
例
年
に

比
べ
試
合
経
験
の
少
な
い
状
態
で
総
体
を
迎
え

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
初
戦
の
益
田
高
校
戦
で

は
勝
つ
こ
と
は
で
き
ま
し
た
が
、
試
合
慣
れ
し

て
い
な
い
の
が
は
っ
き
り
出
た
試
合
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
続
く
二
回
戦
の
松
江

東
高
校
戦
で
は
、
最
初
か
ら
相
手
の
ペ
ー
ス
で

試
合
が
進
み
、
自
分
達
の
プ
レ
ー
が
で
き
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
年
の
チ
ー
ム
は
試
合
の

出
だ
し
が
悪
く
、
相
手
の
ペ
ー
ス
で
試
合
が
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
自
分
達

の
プ
レ
ー
を
発
揮
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
皆
が
最
後
ま
で
諦
め
ず
精

一
杯
戦
い
抜
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
大
会
は
、
悔
い
が
残
る
試
合
に
な
り
ま
し

た
。
私
自
身
も
試
合
の
途
中
で
怪
我
を
し
て
し

ま
い
、
私
は
そ
れ
以
上
試
合
に
で
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
後
の
試
合
が
こ
の
よ
う

な
終
わ
り
方
に
な
っ
て
し
ま
い
と
て
も
悔
し
い

で
す
。
最
後
ま
で
試
合
に
出
場
し
、
皆
と
も
っ

と
試
合
を
し
た
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ

の
二
年
半
の
間
、
色
々
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
楽

し
か
っ
た
こ
と
も
辛
か
っ
た
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
チ
ー
ム
で
最
後
ま
で
戦

え
て
良
か
っ
た
で
す
。
三
年
生
に
と
っ
て
は
最

後
の
試
合
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、一
・
二

年
生
は
こ
れ
か
ら
新
チ
ー
ム
で
活
動
し
て
い
き

ま
す
。
今
大
会
で
見
つ
か
っ
た
多
く
の
課
題
を

一
つ
ず
つ
改
善
し
て
い
き
、
多
く
の
試
合
に
勝

っ
て
、
よ
り
上
位
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
欲
し

い
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
私
達
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
、
保

護
者
さ
ん
、
そ
の
他
、
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
私
達
が
そ
の

お
返
し
が
で
き
る
よ
う
に
生
活
し
て
い
き
た
い

で
す
。 作

品
と
研
究

テ
ニ
ス
部

嘉
本　

健
太（
2-5 

北陵
）

　

今
回
の
総
体
を
振
り
返
っ
て
思
っ
た
こ
と
は
、

ま
ず
県
総
体
が
開
催
で
き
た
こ
と
が
良
か
っ
た

こ
と
で
す
。
去
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
り
県
総
体
が
開
催
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。そ
れ
に
よ
り
、去
年
の
三
年
生
の
皆
さ

ん
は
県
総
体
と
い
う
部
活
動
最
後
の
大
会
に
出

ら
れ
ず
不
完
全
燃
焼
で
引
退
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
今
年
は
コ
ロ
ナ
が
島
根
に
そ
れ
ほ
ど
広
ま

ら
ず
無
事
、
県
総
体
が
開
催
さ
れ
た
の
で
良
か

っ
た
で
す
。

　

自
分
達
が
県
総
体
の
た
め
に
日
々
意
識
し
て

練
習
し
て
き
た
こ
と
は
、『
わ
が
ま
ま
な
練
習

を
す
る
』
こ
と
で
す
。
た
だ
自
分
の
好
き
な
練

習
を
す
る
の
で
は
な
く
何
が
自
分
に
足
り
な
い

の
か
、
何
の
練
習
を
す
れ
ば
い
い
の
か
を
自
分

で
考
え
積
極
的
に
行
動
す
る
こ
と
を
日
々
意
識

し
て
き
ま
し
た
。
他
に
も
打
っ
て
い
る
時
に
は

「
足
が
動
い
て
な
い
」な
ど
自
分
が
気
付
い
た
事

は
注
意
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
は
皆
が
行
っ
て
い
た
こ
と
で
す

が
、
私
が
も
っ
と
も
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
キ

ャ
プ
テ
ン
と
し
て
チ
ー
ム
を
ま
と
め
る
こ
と
で

す
。
私
は
二
年
生
か
ら
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
て

い
ま
し
た
。
今
ま
で
は
先
輩
方
の
キ
ャ
プ
テ
ン

を
見
て
き
ま
し
た
が
、
い
ざ
自
分
が
や
っ
て
み

る
と
最
初
は
何
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
チ

ー
ム
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
先
生
に

怒
ら
れ
た
時
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
間

が
経
つ
に
つ
れ
て
チ
ー
ム
を
ま
と
め
ら
れ
る
こ

と
が
で
き
、
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
も
良
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
今
回
の
県
総
体
で
も
チ
ー
ム
メ
イ

ト
が
試
合
し
て
い
る
時
は
皆
で
一
生
懸
命
応
援

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

三
年
生
が
引
退
し
て
新
チ
ー
ム
に
な
り
ま
し

た
が
『
わ
が
ま
ま
な
練
習
を
す
る
』
と
い
う
意

識
を
持
っ
て
あ
と
一
年
間
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

陸
上
競
技
部

 

水　
　

歩
夢（
3-1 

平田
）

　

私
は
一
年
前
に
陸
上
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
な

り
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
行
動
し
て
い
く
こ
と

を
心
が
け
ま
し
た
。
今
年
の
チ
ー
ム
の
特
徴
は
、

部
員
一
人
一
人
が
明
る
く
、
大
会
ご
と
に
目
標

を
設
定
し
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
努
力
を

し
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
一
年
生

が
た
く
さ
ん
入
部
し
、
大
会
で
は
生
徒
役
員
と

し
て
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
蔭

で
私
達
選
手
は
大
会
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

県
総
体
で
は
、
一
人
で
も
多
く
の
中
国
総
体

出
場
と
自
己
ベ
ス
ト
を
出
す
こ
と
を
目
標
に
大

会
に
挑
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
も
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
開
催
が
決
ま
っ
て
か

ら
は
、
先
輩
達
の
想
い
を
胸
に
練
習
に
取
り
組

む
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
結
果
は
、
４
名
が
入

賞
。
男
子
三
段
跳
で
柳
谷
が
二
位
と
な
り
、
中

国
総
体
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム

全
体
で
は
、
今
季
ベ
ス
ト
を
含
め
て
全
員
が
す

べ
て
の
種
目
で
自
己
記
録
を
更
新
す
る
こ
と
が

で
き
、
本
当
に
良
い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
を
通
し
て
、
役
員
の
皆
さ
ん
の
サ

ポ
ー
ト
の
有
り
難
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
大
会
を
開
催
し
て

い
た
だ
い
た
先
生
方
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
保
護
者
の
方
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
陸
上
競
技
部
の
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
部

今
岡　

洸
太（
3-4 

出二
）

　

５
月
27
日
、
三
隅
中
央
公
園
競
技
場
で
行
わ

れ
た
県
総
体
に
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
一
回

戦
松
江
西
高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　

試
合
が
始
ま
り
序
盤
は
お
互
い
攻
め
と
守
り

を
す
る
時
間
が
続
き
、
ゴ
ー
ル
に
迫
り
何
度
か

チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
も
の
の
決
め
き
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
後
、相
手
に
コ
ー
ナ

ー
キ
ッ
ク
を
与
え
て
し
ま
い
一
度
は
防
い
だ
も

の
の
、
こ
ぼ
れ
玉
を
押
し
こ
ま
れ
先
制
点
を
許

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
１
点
を
取
り
返
そ
う
と

全
員
が
攻
め
の
意
識
を
持
ち
、
前
が
か
り
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
隙
を
つ
か
れ
、
カ

ウ
ン
タ
ー
で
２
点
目
を
奪
わ
れ
、
そ
の
ま
ま
前

半
を
終
え
ま
し
た
。「
絶
対
に
取
り
返
す
」と
い

う
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
後
半
に
挑
み
、
相
手

ゴ
ー
ル
を
お
び
や
か
す
場
面
も
何
度
か
あ
り
ま

し
た
が
、
１
点
が
遠
く
な
か
な
か
相
手
ゴ
ー
ル

を
割
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て

後
半
終
了
間
際
に
試
合
を
決
定
づ
け
る
３
点
目

を
奪
わ
れ
、
そ
の
ま
ま
試
合
が
終
わ
り
初
戦
敗

退
と
い
う
も
の
す
ご
く
悔
い
の
残
る
試
合
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
試
合
が
終
わ
っ
た

後
、
悔
し
さ
や
悲
し
さ
よ
り
も
、
キ
ャ
プ
テ
ン

と
し
て
チ
ー
ム
を
勝
利
に
導
く
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
不
甲
斐
な
い
自
分
へ
の
怒
り
の
方
が
強

く
、
チ
ー
ム
の
皆
に
対
し
て
申
し
訳
な
い
と
い

う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
北
陵
サ
ッ
カ
ー
部
は
た
く
さ
ん
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
先
輩
達
が
こ
こ
ま
で
頑
張

っ
て
こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
先
生
方
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
ど
ん
な
時
で
も
自
分
達
の
味
方

で
い
て
く
れ
た
保
護
者
の
方
々
に
は
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

私
は
10
月
に
行
わ
れ
る
選
手
権
ま
で
チ
ー
ム

に
残
り
ま
す
。
選
手
一
人
一
人
が
普
段
か
ら
勝

ち
に
こ
だ
わ
り
、
精
一
杯
努
力
を
し
て
行
き
ま

す
。
選
手
権
で
は
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
総

体
の
借
り
を
返
せ
る
よ
う
に
、
一
試
合
で
も
多

く
、
北
陵
サ
ッ
カ
ー
ら
し
い
試
合
が
で
き
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

今月の
 1枚「もっと自由に」伊藤　美希　　（ 2-1）向陽
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